
第
五
巷
　
　
二
二
　
　
地
方
史
誌
編
纂
概
況
の
調
査

路
愛
更
の
爲
に
、
舶
用
炭
ぜ
し
て
盛
に
輪
田
ぜ
ら
れ
し
瓶
詰
た
蓮
べ
、
「
南
北

雨
米
に
於
け
ろ
水
産
物
需
要
般
況
」
（
小
川
清
一
、
同
誌
）
は
、
北
米
に
於
け

ろ
水
産
物
止
産
の
歌
況
及
び
弐
心
亜
米
利
加
に
於
け
る
共
の
需
要
歌
姫
た
記

し
、
「
支
那
鍛
綜
業
」
（
芳
賀
拙
三
耶
、
同
誌
）
に
、
支
那
の
上
海
、
車
身
及
び

四
川
地
方
の
齪
縣
業
の
野
離
た
覗
察
し
て
、
支
那
の
斯
業
ぱ
樹
幼
稚
な
れ
ご

も
、
土
地
の
掌
大
な
ろ
ミ
、
阿
片
の
栽
培
禁
止
に
よ
り
、
阿
片
耕
地
の
桑
園

に
塗
す
る
も
の
多
き
ビ
に
よ
り
、
騎
來
本
郭
の
動
敵
索
る
べ
し
定
断
じ
、
「
羊

毛
の
需
給
に
重
て
」
（
月
田
藤
三
耶
、
同
誌
）
に
、
世
界
に
於
け
ろ
羊
の
分
布

た
論
じ
、
日
本
の
需
要
歌
出
に
及
び
、
「
来
の
問
題
」
（
重
藤
金
英
、
歴
吏
ビ

地
理
）
に
日
本
に
於
け
ろ
来
の
生
産
、
需
要
の
欺
況
た
略
話
し
、
「
土
地
ピ
人

煙
」
（
同
人
、
同
誌
）
ほ
著
者
が
北
陸
地
方
常
行
の
見
聞
鋒
蜜
も
見
ろ
べ
く
、

「
職
時
中
に
於
け
る
我
工
業
の
諸
悪
」
（
小
西
正
二
、
地
學
雑
誌
）
に
、
戦
胴
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

本
邦
工
業
獲
蓮
の
無
況
た
統
計
的
に
記
蓮
ゼ
り
。
野
江
の
方
面
に
て
に
、
「
亜

弗
利
加
大
陸
の
脊
梁
骨
亡
交
通
系
」
（
小
林
房
太
鄭
、
同
誌
）
は
主
ビ
し
て
束

部
将
弗
利
加
の
交
通
系
の
監
製
か
論
じ
盛
る
醗
諏
物
な
り
、
「
海
蓮
に
就
て
」

（
宮
崎
游
則
、
同
誌
U
に
、
解
職
豆
幹
の
國
際
汽
航
競
争
の
歌
況
為
蓮
べ
、
「
西

比
利
亜
の
河
川
ε
北
極
海
定
の
蓮
絡
航
路
」
（
内
田
寛
」
、
史
林
）
に
、
西
比
利

亜
の
内
陸
水
路
細
の
歌
里
た
叙
述
し
、
「
航
空
術
」
就
て
」
（
和
田
秀
穗
、
地
學

雑
誌
）
に
、
純
軍
穿
上
よ
り
進
ん
で
鋏
蓮
交
通
機
關
ぜ
し
て
利
用
ゼ
ら
れ
、

随
て
交
麺
地
測
の
劉
象
六
ら
ん
ぜ
し
つ
・
あ
る
航
空
擾
の
理
論
為
蓮
べ
乳
リ

「
太
亭
洋
の
交
麺
」
（
下
田
三
佐
、
歴
史
ミ
地
理
）
ぼ
太
翠
洋
に
於
け
ろ
探
検
交

麺
の
歌
況
奉
蓮
べ
、
「
日
本
為
中
心
ミ
す
ろ
世
界
」
（
酒
醤
金
英
、
同
誌
）
ほ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

・
不
の
交
通
上
の
地
位
為
蓮
ベ
ナ
戸
り
。
地
駄
㎜
に
開
…
す
る
も
の
に
に
、
「
西
比
利
亜

の
土
地
定
住
民
」
（
丈
部
省
）
は
西
市
利
亜
の
地
形
、
産
業
、
交
麺
、
位
置
等

第
一
號

一
　
一
山
ハ
　
（
一
一
山
ハ
）

の
欺
況
た
蓮
べ
、
鮮
明
な
る
地
間
二
葉
々
添
へ
六
り
、
「
朝
鮮
地
誌
資
料
」
（
朝

鮮
磁
北
府
）
ば
襲
に
紹
介
し
糞
る
が
如
く
、
一
の
統
計
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
朝

鮮
地
積
調
査
の
重
要
な
る
副
産
物
ミ
云
ふ
べ
く
、
「
ア
ル
サ
ス
．
ロ
ル
レ
ー
ヌ
」

（
下
田
禮
佐
、
歴
史
ぐ
」
地
理
）
匡
、
久
し
く
濁
佛
間
の
問
題
ピ
な
れ
る
同
州
が

佛
國
の
國
几
上
重
要
な
ろ
地
域
六
ろ
亡
、
世
界
稀
有
の
鐵
鑛
産
地
犬
・
o
虐
に

よ
り
て
｝
剛
國
問
の
輪
黙
書
な
れ
」
う
た
述
べ
、
「
南
米
立
見
四
」
（
西
田
與
四
耶
、
同

誌
）
ば
主
ミ
し
て
南
米
の
亜
爾
然
丁
、
二
合
西
爾
、
摺
利
（
A
、
B
、
℃
）
三

國
の
貿
易
の
歌
況
為
述
べ
、
「
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
託
て
」
（
金
原
信
泰
、

地
學
誌
雑
）
ほ
同
島
の
一
般
地
理
た
記
ゐ
、
「
山
東
省
空
見
記
」
（
佐
藤
傳
藏
、

同
誌
）
に
同
地
の
見
聞
簸
た
載
ゼ
、
「
南
洋
新
占
領
島
の
現
況
」
（
榎
本
重
治
、

同
誌
）
も
南
洋
の
雄
猫
領
諸
畠
の
概
況
た
通
俗
的
に
録
し
雲
う
も
の
な
り
。

英
領
瀞
ル
子
ナ
島
の
一
魯
（
野
田
勢
次
賂
、
同
誌
）
匡
元
に
同
島
の
地
文
地
質

た
論
じ
、
バ
ッ
カ
ン
牛
島
の
文
化
の
分
布
（
小
林
房
太
耶
、
同
誌
）
ほ
、
同
牛

島
の
丈
化
が
、
民
族
の
移
住
混
合
に
よ
り
て
如
何
に
複
雑
と
な
れ
る
か
た
記

早
り
。
其
他
統
計
、
案
内
記
類
に
に
最
近
朝
鮮
事
情
要
劉
（
朝
鮮
紐
督
府
）
、

藁
薄
型
情
（
藁
馬
副
督
府
）
、
北
支
那
貿
易
年
表
（
南
蒲
洲
鐵
逝
會
砒
）
等
泣
目

す
べ
吾
も
の
な
ろ
べ
し
。
〔
下
田
〕
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薗
地
方
史
誌
編
纂
概
況
の
調
査

　
京
都
帝
國
大
層
丈
學
部
國
史
研
究
室
に
於
て
は
褻
に
地
方
吏
研
究
の
資
料

ビ
し
て
府
縣
郡
市
町
村
等
に
於
け
る
歴
吏
編
纂
の
欺
況
た
取
調
べ
地
方
史
書



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

た
蒐
集
ぜ
を
・
し
て
各
府
田
面
に
宛
て
一
嵩
在
府
縣
邪
市
町
村
誌
編
纂
事
業

の
瓶
要
、
，
コ
府
縣
邪
市
町
村
弊
の
公
共
諸
臣
よ
り
出
殻
ぜ
ら
れ
し
地
方
奥
書

目
及
び
其
巻
数
，
編
纂
者
出
版
年
月
の
二
箇
條
に
就
き
て
巨
富
し
確
り
し
が

本
誌
編
輯
迄
に
回
答
為
得
し
も
の
、
京
都
府
、
徳
島
、
埼
玉
、
群
馬
、
鳥
坂

沖
縄
、
秋
田
，
編
岡
、
輪
島
、
奈
良
、
佐
賀
、
而
井
長
崎
、
兵
庫
、
鹿
南
島

熊
本
、
宮
崎
、
鳥
根
、
山
梨
、
千
葉
、
愛
媛
、
滋
賀
、
富
城
、
愛
知
、
山
口

高
知
、
静
岡
、
茨
木
、
大
分
、
和
歌
山
、
憩
奈
川
の
三
十
縣
及
び
奈
良
縣
宇
陀

邪
、
廣
島
縣
賀
茂
郡
、
、
同
佐
伯
郡
、
長
崎
縣
佐
世
保
市
、
　
埼
玉
縣
入
間
郡
、

同
大
浦
郷
、
同
忽
町
、
同
北
足
立
郡
語
聾
村
、
同
北
埼
玉
用
田
ケ
谷
村
、
石

、
川
端
金
澤
市
、
同
河
北
郡
、
同
珠
洲
郡
、
同
羽
咋
郡
、
同
国
烏
郡
、
同
石
川

邪
．
同
能
美
郡
、
層
面
川
北
村
、
同
鳥
越
村
、
同
江
沼
郡
庄
村
，
同
日
動
橋

村
、
長
野
縣
東
筑
摩
駆
の
二
市
十
．
郡
一
町
六
村
寸
、
す
。
内
照
倉
箇
條
に
該

下
す
る
も
の
な
き
看
、
同
旨
の
不
完
全
な
み
者
及
び
圖
書
寄
囎
の
事
の
み
に

し
て
照
會
箇
條
に
同
答
ぜ
ざ
ろ
者
等
凡
て
十
一
縣
［
市
十
一
郡
一
町
㎜
村
あ

り
。
其
の
除
に
就
き
て
編
纂
の
概
況
為
見
れ
ば
目
下
編
纂
中
音
に
改
訂
福
纂

申
の
者
に

晒
山
梨
縣
、
群
馬
縣
、
茨
木
縣
、
宮
蛾
縣
、
滋
賀
縣
、
静
岡
縣
、
廣
流
下
、

國…

ﾀ
井
縣
、
和
歌
山
縣
、
高
知
黒

犬
雨
戸
市
、
姫
路
市
、
長
崎
市
、
網
島
市
、
仙
藁
薦
。
金
澤
市
、
瓶
非
市
、

　
松
江
市
、
商
知
市

　
兵
庫
縣
武
庫
邪
、
門
川
魁
郡
、
同
加
盟
邪
、
同
多
賀
郡
、
同
飾
磨
郡
、
同

志
無
論
郡
、
山
水
上
郡
、
同
三
原
郡
、
奈
良
縣
宇
智
郡
、
同
吉
野
郡
、
滋
賀

「
縣
滋
賀
邪
、
同
蒲
生
邪
、
同
留
意
郡
、
同
犬
上
邪
、
　
同
論
淺
非
「
邪
、
千
葉

　
縣
東
葛
飾
邪
、
同
匝
瑳
郡
、
同
君
津
邪
、
同
千
葉
邪
、
　
同
夷
隅
郡
、
同
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎

　
　
　
　
蟄
五
巷
　
　
粟
報
　
　
地
方
簸
川
編
纂
概
況
の
調
査

　
房
郡
、
静
岡
縣
榛
原
邸
、
益
城
縣
柴
田
郡
、
同
伊
具
郡
、
同
名
取
郡
、
同

　
玉
造
郡
、
群
焉
縣
碓
氷
郡
、
同
北
甘
樂
郡
、
背
骨
縣
遠
敷
郡
、
　
同
大
飯
郡

　
同
南
條
郡
、
同
足
羽
郡
、
廣
島
縣
畑
田
郡
、
同
世
羅
郡
、
同
芦
田
郡
、
同

　
甲
奴
郡
、
島
．
根
掛
入
束
郡
、
同
大
原
郡
、
同
邑
智
郡
、

の
十
縣
、
九
市
、
四
十
脇
に
．
し
て
、
既
に
編
纂
完
了
禺
版
ぜ
し
も
の
ば

　
秋
田
縣
、
烏
取
縣
、
利
歌
山
縣

　
仙
豪
市
、
金
澤
市
、
甲
府
市
、
千
葉
市
、
大
津
市
、
姫
路
市
、
　
和
歌
山
市

　
熊
本
市
、
佐
賀
市
、
佐
世
保
市
、
大
分
市
、
雪
見
島
市

　
徳
島
縣
名
西
郡
、
．
部
面
縣
邑
樂
郡
、
同
多
野
郡
、
埼
玉
縣
入
間
郡
、
石
川

　
縣
羽
咋
郡
、
同
鹿
島
郡
、
同
石
川
郡
、
秋
田
縣
川
班
郡
、
賃
量
縣
加
茂
邪

　
同
佐
伯
郡
、
同
高
田
郡
、
同
比
婆
邪
、
同
山
縣
郷
、
奈
良
洋
画
親
郡
、
同

　
磯
㌶
郡
、
同
北
磯
城
郡
、
同
宇
陀
邪
、
同
高
市
郡
、
佐
翼
縣
佐
賀
縣
、
同

　
三
養
暴
邪
、
鼻
面
崎
郡
、
輻
井
縣
今
立
邪
、
鷺
足
朋
邪
、
　
同
丹
生
郡
、
同

　
吉
田
郡
、
同
三
方
郡
、
阿
大
野
郡
、
同
窓
非
郡
、
同
敦
賀
郡
、
長
崎
縣
彼

　
杵
郡
、
兵
庫
縣
川
下
郡
、
同
印
南
郡
、
野
老
崎
邪
、
同
型
保
郡
、
同
赤
穂

　
郡
、
同
朝
東
郡
、
同
美
方
郡
、
同
多
紀
郡
、
鹿
見
島
縣
伊
佐
郡
、
京
都
府

　
愛
宕
郡
、
同
紀
伊
郡
、
同
宇
治
郡
、
同
綴
喜
郡
、
．
巽
南
桑
田
郡
、
同
北
桑

　
田
郡
、
同
船
井
郡
、
同
天
田
郡
、
同
加
佐
郡
、
同
申
郡
、
　
同
竹
野
郡
、
島

　
根
縣
仁
多
郡
、
同
飯
石
郡
、
同
安
濃
郡
、
山
梨
縣
東
山
梨
郷
、
同
東
八
代

　
邪
、
同
西
八
代
郡
、
同
北
互
躍
郡
、
同
南
都
留
郡
、
千
葉
縣
市
原
邪
、
同

　
印
旛
郡
、
同
海
上
郡
、
同
山
武
郡
、
同
香
坂
郡
、
滋
賀
縣
栗
太
郡
、
同
野

　
洲
郡
、
坂
田
邪
、
智
東
淺
非
郡
、
同
伊
香
郡
、
同
筆
島
郡
、
宮
城
転
職
奥

　
邪
、
同
亘
理
郡
、
同
志
田
邪
、
同
栗
原
郡
、
静
岡
縣
濱
名
郡
、
　
同
駿
東
郡

　
同
志
田
郡
、
同
榛
原
邪
、
同
小
笠
邪
、
同
周
智
郡
、
大
分
縣
日
田
郡
、
和

漏

げ

第
一
號

一
】
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（
一
一
七
）
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第
五
巻
　
　
藥
報
　
　
大
山
爾
起
窮
事
蹟
願
．
彰
記
念
遺
墨
展
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

薦
歌
山
縣
磐
田
瓢
、
同
伊
都
郡
、
同
東
牟
婁
郡
、
長
野
｝
縣
東
筑
西
郡

の
＝
．
縣
十
二
市
八
十
四
郡
及
び
多
数
の
町
村
郷
土
誌
な
り
ぐ
」
い
ふ
。

騨
趨
大
山
月
越
翁
事
蹟
目
隠
記
念
蓮
田
展
開

　
稻
荷
祉
祠
官
に
し
て
、
荷
m
春
浦
定
章
典
年
代
な
同
じ
う
し
後
古
淋
道
興

起
の
時
に
際
し
て
唯
［
榊
道
及
び
吉
家
三
道
の
慰
め
最
後
の
E
光
を
放
ち
カ

る
輩
水
翁
大
山
襲
爵
の
遺
編
、
尊
影
墳
螢
の
望
見
あ
り
し
た
楼
ピ
し
、
翁
の

事
蹟
な
顯
彰
ぜ
ん
ビ
て
、
昨
年
九
刀
十
一
日
、
維
故
深
き
伏
見
稻
荷
下
肚
に

於
て
其
祭
典
た
執
行
し
、
又
遺
書
遺
墨
な
蒐
集
し
展
観
し
表
り
。
其
中
立
な

る
も
の
に
ほ
、
新
浮
雲
の
稻
荷
融
藩
学
戴
二
五
冊
、
同
出
物
、
秘
巷
各
蛋
珊

な
初
め
“
・
し
、
延
蹴
赫
名
繋
属
保
古
、
口
本
書
霊
堂
酒
講
記
、
氏
族
母
鑑
、

天
孫
本
塩
花
闘
草
、
和
歌
詩
記
轄
の
自
筆
本
、
職
原
抄
玉
綴
磐
、
十
種
聯
賓

殺
訣
巻
、
古
語
拾
遺
私
考
唯
一
傳
巻
、
菅
家
叢
記
、
倭
姫
世
記
榊
葉
抄
等
の

著
述
あ
り
郭
り
。

園
芸
贈
麟
第
五
回
京
都
大
藏
會

　
昨
年
十
一
刀
九
日
京
都
府
立
画
趣
舘
に
於
て
第
五
回
大
勢
會
の
陳
列
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

鹿
な
催
ぜ
q
、
先
づ
第
一
門
ば
聖
．
徳
太
子
に
嘉
す
ろ
左
書
に
し
て
、
そ
の
中

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

憲
法
十
七
條
ぼ
、
佛
教
大
學
臓
の
永
正
嘗
鱈
の
慰
法
た
躯
ぐ
べ
し
、
上
宮
御

へ
　
へ

製
疏
に
三
経
共
に
川
治
元
年
版
の
陳
列
あ
り
、
中
に
も
久
原
文
庵
出
品
の
凝

然
大
徳
手
洋
本
・
に
ぢ
ぐ
」
す
べ
し
、
な
ほ
凝
然
尚
纂
の
も
n
ロ
に
匡
南
…
都
佛
敏
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

書
鱈
よ
り
法
華
疏
蕪
光
記
一
巷
の
出
陳
あ
り
。
次
に
太
子
傳
に
關
す
る
も
の

ば
國
賓
の
知
恩
院
藏
の
法
王
愚
説
、
大
原
三
千
院
藏
の
太
子
惇
殖
傭
、
　
西
本

額
寺
藏
の
上
宮
太
子
一
御
記
た
暴
げ
ざ
ろ
べ
が
ら
す
。
　
御
記
ば
麗
如
の
錐
に

空
蝉
回
京
都
大
懇
意

第
一
號

一
一
八
　
（
「
一
入
）
・

し
て
、
面
罵
よ
り
劉
偲
ぜ
し
も
の
、
以
て
親
聡
の
太
子
偲
賢
料
た
郷
ふ

に
足
る
。
三
實
院
の
太
子
傳
、
久
原
丈
庫
の
鈍
感
百
錬
砂
・
、
太
真
底
幽
思
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

び
法
隆
寺
藏
の
室
町
昨
代
の
諸
惇
弊
何
れ
も
稀
観
の
典
籍
な
り
。
次
に
講
式

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

利
讃
表
白
顛
の
中
に
匡
、
宗
性
自
筆
の
三
三
問
答
記
（
南
都
佛
教
固
嘗
館
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

た
始
め
親
驚
の
太
子
和
讃
獲
筒
あ
り
。
太
子
の
織
像
紛
傳
に
ほ
、
仁
和
寺
の

國
多
太
子
像
並
び
に
こ
れ
に
酷
似
ぜ
ろ
西
本
願
寺
の
も
の
、
行
田
氏
藏
の
冷

泉
爲
恭
華
り
太
子
像
、
法
隆
寺
の
聖
賢
難
色
綴
、
古
く
眞
宗
廼
場
に
並
置
ぜ

ら
れ
し
光
明
本
位
尊
属
も
注
意
す
べ
し
。

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

次
に
婆
両
ミ
し
て
束
要
義
智
院
金
剛
藏
の
尊
書
の
一
部
・
な
陳
列
ず
・
。
該

圖
省
毒
血
だ
嘗
て
世
に
出
で
カ
ろ
こ
ミ
な
き
も
の
～
み
な
れ
ば
何
れ
も
珍
重

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

す
べ
さ
・
も
の
な
り
O
版
本
］
語
言
都
に
に
一
躍
野
版
　
の
古
論
寅
錐
、
　
澤
摩
河
行
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

秘
密
曼
茶
羅
十
住
心
論
、
性
脳
集
蝶
枚
理
に
逞
あ
ら
す
G
版
本
雑
詠
に
於
て

に
永
徳
及
び
慰
永
開
版
の
五
部
大
乗
縄
の
一
都
ぼ
未
だ
世
に
知
ら
れ
ざ
り
し

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

印
本
な
q
o
篤
本
部
の
中
に
に
所
甜
東
寺
三
費
の
肇
に
な
り
し
も
の
偲
拮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

も
の
等
頗
る
蝿
富
な
り
。
悉
曇
部
に
ば
國
賀
の
悉
曇
藏
た
ば
じ
め
保
安
三
年

勝
號
の
錐
に
な
q
し
種
子
め
り
、
種
子
ほ
殊
に
そ
の
丈
様
あ
ろ
料
紙
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

て
注
意
ぜ
ら
る
。
諸
宗
部
曲
に
あ
り
て
ば
磁
界
馬
齢
記
ぽ
、
今
日
ま
で
秩
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

オ
看
倣
さ
れ
し
が
存
在
か
確
め
し
鮎
に
於
て
貴
重
な
り
。
史
傳
部
に
ば
國
賀

の
入
唐
求
法
巡
禮
記
四
帖
、
三
銭
維
詞
三
巻
最
も
人
の
日
た
態
く
に
足
ろ
。

最
後
に
無
数
大
師
以
下
諸
種
の
目
錐
な
陳
列
せ
り
。
〔
橋
川
正
氏
報
）

一
一
學
研
究
會

　
例
倉
　
咋
年
十
刀
四
日
午
後
一
昨
よ
り
文
學
部
第
六
教
室
に
て
開
催
し
、

左
の
講
演
あ
り
Q



　
　
一
、
．
旧
舞
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
命
　
　
岩
橋
小
器
太
君

　
言
維
卿
認
に
見
Ψ
る
曲
舞
の
曲
名
に
よ
う
ミ
き
に
曲
舞
ほ
胃
鏡
舞
ミ
密
接

な
る
關
係
あ
る
も
の
な
れ
ご
も
語
聾
中
に
見
ゆ
う
曲
舞
に
幸
若
君
書
に
競
い

な
ろ
机
違
あ
り
、
こ
れ
流
派
の
条
理
に
悲
く
も
の
な
り
。
槻
世
槻
阿
鼻
が
能

樂
の
中
に
曲
舞
た
取
込
み
t
よ
り
大
い
に
曙
の
好
悪
に
投
じ
こ
れ
よ
リ
能
州

禅語

ﾄ
の
ノ
幕
た
な
ゼ
り
O
　
曲
縣
舛
博
μ
能
な
P
り
れ
げ
昏
シ
テ
ヲ
キ
等
の
上
製
恐
慌
な
く
、
　
刊
入

役
に
よ
っ
て
粉
山
々
異
に
す
ろ
事
な
し
、
共
の
音
曲
ほ
拍
子
な
圭
ε
し
、
樂

・
器
も
打
年
寿
の
み
た
用
ふ
。
上
上
に
於
け
る
曲
舞
の
初
見
に
南
北
朝
時
代
に

あ
り
、
室
町
．
重
代
に
幸
若
氏
の
一
流
流
行
し
、
信
長
家
籍
又
こ
れ
た
寵
用
ぜ

し
か
ば
舞
即
ち
幸
若
舞
の
如
く
な
り
、
曲
舞
の
爾
漸
く
耳
遠
く
な
れ
り
旭
日

氏
が
幕
府
の
扶
持
た
受
く
ろ
に
及
び
一
般
に
ば
其
の
三
篶
賞
翫
し
得
ざ
る
事

ピ
な
り
都
門
に
て
に
笠
屋
、
大
頭
等
の
魏
世
舞
あ
り
、
又
宮
境
内
に
小
屋
な

建
て
・
舞
太
夫
ビ
稽
し
て
興
行
す
る
も
の
あ
り
し
が
次
第
に
衰
微
し
多
く
に

歌
舞
妓
の
内
に
流
れ
入
り
肖
り
し
が
如
し
。
地
方
の
曲
舞
々
ば
土
御
門
家
の

配
下
定
な
り
て
陰
陽
師
ぐ
」
侵
し
僅
に
其
の
簡
た
ビ
ダ
め
カ
り
云
々
〇

　
　
一
、
ロ
マ
ン
ヂ
ソ
〃
噂
代
に
於
け
ろ
一
翌
年
吏
家
の
生
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
，
文
學
樽
士
　
坂
口
　
　
養
君

　
此
の
講
演
は
本
誌
研
究
欄
に
牧
む
る
所
な
り
。

　
例
曾
　
十
｝
月
二
十
九
日
午
後
一
噂
よ
り
京
蔀
帝
國
大
然
々
生
翁
忌
場
階

上
に
て
開
催
す
、
來
’
曾
者
に
講
演
の
爲
態
々
東
京
よ
り
來
女
心
ら
れ
敦
ろ
介
μ

員
丈
學
博
士
三
上
滲
次
氏
以
下
百
王
階
名
先
づ
庶
務
會
計
推
任
桑
原
文
學
博

士
の
諸
般
の
報
告
あ
り
て
講
演
に
移
る
〇

　
　
一
、
北
京
の
天
主
堂
　
　
　
會
員
丈
學
博
士
新
村
　
出
君

　
支
那
に
耶
蘇
教
の
渡
來
ゼ
し
は
日
本
に
於
け
ろ
よ
り
も
少
し
く
逞
る
、
利

第
．
五
谷
　
　
麓
報
　
　
更
學
研
究
會

疑
費
の
明
の
豊
中
に
謁
し
表
う
に
西
暦
｝
千
六
百
年
に
在
り
。
帝
帥
ち
宣
武

門
内
東
道
に
邸
宅
為
賜
ふ
、
こ
れ
所
謂
南
堂
の
前
男
な
り
、
徐
光
啓
、
李
之

藻
等
之
に
膳
依
し
天
學
初
函
の
如
き
若
蓮
も
編
洗
足
版
ぜ
ら
れ
、
共
死
す
ろ

や
阜
城
門
外
西
北
而
倉
町
の
柵
欄
児
に
墓
「
地
ご
勅
賜
門
た
賜
ふ
。
　
利
珊
費
ほ
名

義
問
題
典
灘
・
二
七
に
三
和
的
態
度
な
持
ぜ
し
が
、
北
ハ
の
後
綴
露
な
る
龍
華
民

ば
之
に
反
張
し
て
大
に
三
三
朝
野
の
物
議
た
醸
し
夏
に
ド
ミ
ニ
ヵ
ン
派
の
渡

附
す
ろ
や
轟
々
曲
面
厚
面
の
山
土
義
に
依
る
。
清
の
…
順
治
年
中
セ
ス
イ
ソ
ト
俗
衛
…

堅
蔵
の
法
王
鷹
に
臥
し
此
の
問
題
に
就
て
観
く
所
あ
る
や
、
之
よ
り
復
利
砺

蜜
の
主
義
た
探
撫
す
、
僧
堂
に
慶
熈
三
十
二
年
白
進
、
張
誠
等
が
帝
の
病
な

治
め
し
功
に
依
り
今
日
の
常
務
院
の
位
置
に
邸
宅
た
賜
り
し
た
濫
鵤
こ
す
、

班
堂
の
起
原
1
1
罪
な
ら
ざ
る
も
、
北
堂
よ
り
少
し
く
古
く
束
安
門
よ
り
東
北

の
位
置
に
成
り
、
乾
隆
年
錦
帯
世
智
、
丈
啓
業
、
蒋
友
仁
、
五
徳
尼
等
の
諮

な
以
て
寵
た
得
る
や
、
漸
く
復
盛
に
し
て
鴬
語
末
年
よ
り
ラ
ザ
リ
ス
ト
派
の

渡
來
あ
り
て
敏
父
徳
理
格
に
内
城
の
返
信
、
西
直
門
通
に
邸
を
購
入
す
る
あ

り
西
堂
の
前
掬
ピ
な
る
あ
り
、
唯
北
堂
に
共
後
学
悪
し
て
今
の
位
置
ε
な
る

布
教
に
伶
ひ
て
元
代
の
魏
象
堂
な
改
造
し
湯
謀
計
、
南
懐
二
等
之
に
謬
興
し

鳳南

ｰ
の
西
に
時
憲
干
た
設
置
し
謄
た
頒
布
す
、
阜
城
門
外
西
北
二
里
に
正
輻

寺
墓
地
あ
り
、
　
こ
れ
亦
元
天
主
堂
の
在
り
し
所
な
り
、
以
上
六
堂
に
に
饗
藩

泄
長
の
芝
草
あ
り
て
吾
人
に
ぽ
典
味
深
き
も
の
な
う
も
今
は
僅
に
其
の
概
要

な
話
す
の
み
云
々
。

　
　
一
、
江
戸
薬
代
の
思
想
岡
題
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
會
員
、
丈
學
博
士
　
三
上
・
滲
次
君

　
思
想
問
題
に
ば
典
の
起
り
し
時
代
に
巧
に
解
決
ぜ
ら
る
」
こ
電
あ
り
、
又

宋
解
決
の
ま
・
後
世
に
持
越
さ
る
≧
ミ
あ
り
。
今
日
の
所
謂
デ
モ
ク
ラ
シ

第
一
號

一
一
九
　
（
一
一
九
）



戸

第
五
谷
　
　
彙
報
　
　
誠
更
會

一
の
實
現
の
加
き
我
が
歴
史
上
に
於
て
既
に
大
化
改
新
以
來
屡
起
り
，
し
所
に

し
て
敢
て
異
ミ
す
う
に
足
ら
す
、
共
他
今
日
の
思
想
問
題
中
に
ば
昔
の
問
題

の
引
綴
斗
ミ
見
る
べ
き
も
の
多
し
、
今
そ
れ
等
の
う
ち
江
戸
時
代
の
思
想
問

題
に
就
て
述
ぶ
べ
し
ミ
て
赤
穂
義
士
の
問
題
、
混
血
髭
面
の
禁
に
つ
き
當
時

の
識
者
の
議
論
た
川
べ
、
又
朝
幕
閻
和
の
問
題
も
大
阪
落
城
後
直
に
起
り
、
之

ミ
關
聯
し
て
幾
多
の
問
題
か
識
者
間
に
長
く
議
論
の
種
ミ
な
り
曇
り
亡
て
戸

田
茂
睡
、
近
衛
纂
熈
，
林
道
春
、
熊
澤
蕃
山
、
伊
藤
四
品
馨
意
見
た
紹
・
介
し

要
す
る
に
此
弥
測
ぱ
武
家
が
政
…
稚
を
執
る
亡
さ
温
μ
｛
戯
に
虚
ろ
べ
姦
・
問
題
に
し
て

此
の
問
題
た
最
も
有
力
明
確
に
解
決
し
距
ろ
平
重
盛
の
所
謂
四
分
の
論
の
範

圃
た
出
で
す
芒
断
じ
、
之
ぐ
」
關
卜
す
る
湯
武
放
伐
論
、
詐
魯
齋
問
題
、
当
朝

論
、
正
成
論
、
孟
子
論
、
内
外
本
末
論
尊
に
就
て
更
に
営
時
剋
者
の
言
か
引

き
て
詳
細
に
そ
の
論
旨
主
張
な
説
き
、
此
等
諸
種
の
議
論
が
相
合
し
て
遽
に

王
政
復
古
ミ
な
り
し
も
の
な
る
が
、
中
に
も
湯
武
放
伐
論
．
建
朝
幕
關
係
論
の

二
つ
ば
王
政
維
新
三
共
に
全
く
解
決
せ
ら
れ
て
今
後
再
び
起
る
こ
ご
な
か
ら

ん
も
、
霊
ハ
他
の
問
題
匡
未
解
決
の
ま
、
今
口
に
獲
れ
り
云
々
。

　
右
終
り
て
選
暴
の
結
果
（
い
う
に
順
）
今
西
龍
、
濱
田
耕
作
、
原
曝
露
、
西

田
直
二
耶
、
小
川
琢
治
、
内
藤
虎
次
酪
、
桑
原
温
温
、
坂
ロ
昂
、
三
浦
周
行

新
村
出
＋
氏
の
當
選
ゼ
る
な
渡
表
す
、
暗
に
午
後
五
時
席
為
階
下
に
適
し
て

懇
志
晩
餐
會
た
開
き
午
後
九
蒔
散
光
ゼ
り
、
　
常
日
會
場
に
に
新
村
薄
士
の
講

演
に
關
す
る
泰
酉
水
法
、
西
儒
罪
目
資
、
蓮
藩
法
、
職
方
外
記
、
坤
典
外
記

奇
器
岡
競
、
四
品
．
山
椿
志
、
幾
何
原
本
、
天
雄
鹿
魎
、
暦
象
考
戊
、
儀
象
考

成
、
清
丈
棄
言
等
の
誹
籍
以
下
同
博
士
將
來
の
天
生
堂
爲
眞
導
数
十
鮎
た
陳

列
し
六
り
Q

第
一
號

一
日
史
　
會

一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

　
例
會
　
昨
年
返
刀
二
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
・
死
場
に
於
て
、
　
新
入
、

生
の
歌
心
曾
為
兼
ね
て
例
愈
為
開
催
す
。
出
席
者
三
浦
樽
土
、
西
田
、
常
駐

下
川
、
牧
、
桑
原
の
諸
等
士
、
橋
川
、
六
人
部
、
源
、
山
本
、
岩
櫓
、
梅
原

榊
原
の
諸
君
な
り
。
左
の
講
演
あ
り
〇

　
　
一
、
貼
迫
一
兀
マ
」
窩
ロ
洞
ウ
訴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
　
　
陶
鼎
幽
不
君

　
鎌
倉
樋
代
に
勃
興
ゼ
し
幾
多
の
宗
派
に
穿
て
、
事
實
上
共
の
宗
旨
の
存
立

為
認
識
ぜ
ら
れ
し
匡
騨
宗
ピ
浄
土
宗
に
し
て
、
北
ハ
の
他
の
宗
旨
ば
鎌
愈
暗
代

の
末
若
く
ば
足
利
苗
代
に
至
り
て
宗
旨
ビ
し
て
漸
く
蜀
立
の
形
た
な
ゼ
う
も

の
な
り
。
心
神
洞
宗
の
如
き
亦
此
例
に
漏
れ
す
、
能
仁
、
榮
西
に
よ
り
て
我
國

に
縄
宗
の
唱
へ
ら
れ
て
後
、
道
元
入
宗
し
て
天
童
の
如
浄
よ
り
偉
烈
雛
為
傳

へ
て
麟
朝
ぜ
し
も
何
笹
立
宗
的
態
皮
に
出
づ
ろ
事
な
く
、
或
は
深
草
に
、
或

に
越
前
の
志
比
に
郡
院
為
建
立
し
て
冷
風
た
翠
揚
ぜ
し
が
如
き
も
是
ば
唯
眞

貧
求
遺
者
の
爲
め
の
一
書
凧
Ψ
」
解
す
べ
き
の
み
。
故
に
道
元
は
灘
宗
、
佛
心

宗
、
蓮
隣
宗
、
或
ぽ
又
曹
洞
宗
ミ
遣
す
る
宗
名
た
極
力
之
た
排
し
、
北
ハ
の
之

な
翻
す
る
た
以
て
天
鐙
破
佃
こ
な
ゼ
し
事
、
其
著
正
法
藁
箒
佛
道
巷
に
見
ゆ

る
所
な
り
。
而
し
て
警
洞
宗
の
名
の
初
め
て
唱
へ
ら
ろ
、
に
至
り
し
年
代
に

之
た
明
に
し
難
し
ピ
錐
も
、
恐
く
其
門
下
の
播
延
し
て
身
開
一
派
に
封
し
封

立
的
肌
態
な
な
マ
に
至
り
し
鎌
倉
時
代
の
末
、
若
く
に
南
北
朝
の
初
期
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

し
如
く
、
す
で
に
貞
治
四
年
の
越
前
重
慶
寺
の
寄
進
欺
に
曹
洞
［
宗
の
名
見

の
穿
り
云
々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
，

　
　
一
、
菅
太
仲
先
生
定
騙
山
藩
の
敷
育
　
　
　
丈
學
士
　
西
田
直
二
耶
君

　
先
づ
茶
山
の
學
門
性
行
及
び
共
の
幼
畔
に
於
け
る
慨
の
環
化
た
観
・
き
、
覚
（



學
統
に
及
び
、
輻
山
に
於
て
茶
臼
山
下
に
廉
塾
た
開
戸
し
事
蹟
た
述
べ
て
、

巣
山
池
田
氏
所
載
の
茶
山
ミ
北
ハ
の
交
友
の
間
に
往
復
遠
し
数
＋
通
の
書
翰
た

示
し
つ
、
、
茶
山
が
直
川
樂
翁
の
知
遇
た
得
し
事
、
伊
能
怨
敬
ミ
視
交
あ
り

て
北
層
理
腕
中
に
に
、
思
敬
の
測
器
に
封
で
ろ
計
無
為
報
ぜ
る
も
の
あ
る
事
為

重
べ
姫
川
他
近
藤
｛
寸
重
、
　
大
槻
玄
幹
、
立
原
箪
軒
、
頼
杏
圷
、
北
條
｛
識
四
郎
等

の
手
輪
の
愚
意
な
細
説
し
馬
北
ハ
の
交
游
の
無
愚
輩
彷
彿
ぜ
し
む
Q
中
に
も
糠

蝦
尭
佐
の
害
翰
は
、
茶
山
の
練
塾
維
持
法
門
為
語
り
、
　
塾
の
有
様
た
知
る

の
好
資
料
六
U
o
か
く
斎
く
天
下
の
諸
名
士
ぜ
交
り
、
常
時
の
辿
り
行
く
天

下
の
形
勢
為
一
々
看
潔
し
、
三
代
の
風
潮
か
夙
に
知
悉
し
、
以
て
子
弟
な
教

へ
、
帥
課
塾
ほ
一
種
猫
特
の
色
彩
為
放
ち
ゐ
六
る
な
り
ミ
蓮
べ
、
次
に
建
山
藩

の
敷
育
に
及
び
て
、
蔵
山
藩
に
に
す
で
に
弘
道
舘
あ
り
、
併
蒔
の
藩
主
阿
部

正
精
堅
田
學
の
士
に
て
藩
の
薫
育
に
留
意
し
泰
酉
の
丈
物
た
輸
入
し
、
文
教

の
興
隆
に
筋
め
、
茶
山
の
糠
塾
た
も
大
い
に
保
輸
す
る
所
あ
り
カ
り
。
晴
れ

實
に
荘
末
に
於
て
厨
口
藩
が
一
異
彩
た
放
ち
し
所
以
也
。
正
結
に
又
茶
山
な

夕
げ
て
其
六
男
正
弘
の
停
育
に
任
ぜ
し
む
O
正
弘
が
後
年
の
果
断
的
政
策
朝

北
ハ
の
幼
年
時
代
の
敏
育
に
負
ふ
所
な
く
ん
ば
あ
ら
漏
す
云
々
〇

　
　
一
、
或
ろ
誕
生
武
士
の
白
叙
傳
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
三
浦
・
周
行
霜

本
誌
研
究
欄
に
掲
載
あ
れ
ば
略
す
。

　
M
例
A
召
　
十
口
〃
二
十
｝
二
日
か
†
后
山
高
臨
～
よ
鴨
り
…
学
生
血
温
議
場
に
於
て
例
衛
μ
布
開
く

出
席
者
三
浦
博
士
、
江
馬
、
魚
佳
、
富
森
、
鈴
木
、
桑
原
の
諸
番
士
、
縞
川

六
人
郡
、
源
、
江
藤
、
中
村
の
諸
君
、
左
の
講
演
あ
り
〇

　
　
一
、
蓮
如
上
に
労
す
ろ
＝
一
の
熊
踊
　
　
　
　
橋
川
　
正
君

　
堺
市
眞
宗
寺
及
京
都
市
甘
受
寺
各
所
藏
の
親
鱒
上
人
給
傭
の
蓮
如
自
県
の

裏
嘗
に
就
て
北
ハ
の
貿
弱
弟
な
示
し
つ
・
翫
明
ぜ
ら
る
。
前
者
ば
丈
明
二
年
秋
道

第
五
巻
　
藁
報
　
讃
吏
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

見
の
願
ひ
し
所
に
し
て
、
其
の
搬
州
住
吉
山
霊
下
庄
の
文
字
に
、
堺
が
當
密

な
ほ
大
和
川
為
飛
ん
で
典
一
部
の
撫
津
に
腸
し
居
旧
り
し
渠
た
示
し
、
堺
市

漕
革
薬
料
ε
し
て
重
要
な
ろ
価
値
な
撫
す
。
後
者
に
貝
鞍
七
年
八
刀
入
日
越

前
雄
羽
郡
北
庄
濱
に
て
繹
蓮
崇
（
後
に
下
問
姓
な
稚
す
）
の
講
願
弔
し
所
の
も
．

の
な
り
。
朧
船
匡
覚
四
月
忽
ち
蓮
如
に
叛
き
て
富
樫
氏
に
擦
り
吉
崎
の
趾
場
た

焼
佛
ひ
し
も
の
に
て
、
典
當
蒔
に
於
け
る
蓮
如
ビ
蓮
崇
こ
の
關
係
に
多
少
の

光
明
為
與
ふ
ろ
も
の
な
り
ミ
て
、
富
樫
氏
オ
高
田
話
説
寺
ピ
の
關
係
よ
り
高

旧
派
ε
本
願
寺
派
ビ
の
靴
鞭
及
び
吉
崎
焼
挑
に
至
り
し
事
實
た
説
き
廻
に
典

後
に
於
け
る
富
加
建
蓮
崇
ぜ
の
關
係
な
述
べ
ら
れ
六
り
。
術
三
河
額
田
郷
に

於
け
ろ
蓮
如
の
息
女
“
」
惇
へ
ら
る
」
三
姫
の
墓
に
言
及
し
實
ほ
敏
如
上
人
の

息
女
な
る
事
な
偲
べ
ら
れ
曲
り
。

　
　
一
、
朝
鮮
吏
料
探
訪
談
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
三
浦
　
周
行
君

　
今
回
に
主
ヒ
し
て
南
鮮
に
於
け
る
封
馬
島
民
の
居
留
地
切
り
し
齊
蒲
、
盤

浦
、
釜
山
浦
三
浦
の
応
需
た
踏
査
し
糞
り
。
封
馬
に
日
鮮
雨
湿
問
に
介
在
し

朝
鮮
に
旧
し
て
政
治
的
に
特
殊
の
關
係
為
有
省
う
が
、
醇
正
番
上
に
於
て
も

古
く
よ
り
朝
鮮
に
物
資
の
供
給
た
仰
ぎ
夙
に
通
商
行
に
れ
ゐ
諮
り
。
件
の
三

浦
の
如
毒
㌔
實
に
か
、
る
因
線
に
よ
り
て
獲
生
ぜ
し
な
り
O
典
の
居
留
地
ピ
し

て
開
か
れ
し
年
代
に
就
て
に
異
説
あ
る
も
、
最
初
ば
蛍
に
三
浦
に
阻
ら
す
自

由
に
浩
海
の
港
に
於
て
交
易
し
ゐ
糞
ろ
も
の
に
し
て
、
其
の
交
易
に
に
多
く

の
日
子
た
要
し
勢
ひ
居
留
の
必
要
為
生
す
う
に
至
り
し
な
り
、
既
に
太
祀
の

昨
に
ば
慶
術
戴
に
二
千
人
の
居
留
民
あ
り
き
Q
諸
宗
王
の
時
封
馬
た
伐
ち
し

事
あ
り
て
田
川
暫
く
雨
者
の
交
勉
紹
レ
2
し
が
北
一
心
宗
氏
の
舗
に
よ
り
て
釜
山

及
雨
露
浦
為
悪
し
後
難
に
盤
浦
た
も
許
ぜ
り
O
さ
れ
ご
是
ば
開
港
場
通
し
て
許

湿
し
も
の
に
て
居
留
地
亡
し
て
詐
さ
れ
し
に
滞
吉
元
年
の
約
定
に
よ
る
O
共

第
一
號

一
二
一
　
（
＝
＝
）



第
五
巻
　
　
彙
報
　
　
．
支
那
學
奇
見
　
艸
田
巌
翁
薦
事
詑
念
の
隙
列

後
永
正
七
年
三
浦
の
蹴
あ
り
、
交
通
再
び
紹
を
2
し
が
後
聾
浦
に
限
り
て
詐
さ

れ
、
天
文
十
年
日
鮮
人
の
争
あ
り
て
追
始
れ
、
十
三
年
改
め
て
釜
山
為
許
さ

れ
詰
り
。
丈
撒
慶
長
の
役
に
又
交
麺
絶
え
、
慶
長
十
四
年
に
至
り
て
家
康
宗

氏
た
し
て
朝
鮮
と
交
麺
ゼ
し
め
遽
に
釜
山
に
館
祉
置
く
事
ミ
ぜ
り
電
て
各
地

に
於
け
る
記
録
の
記
事
虚
遺
蹟
の
踏
査
宣
面
罵
読
ぜ
ら
れ
療
リ
。

⑧
支
那
學
會

　
例
會
　
昨
年
十
月
一
二
日
午
後
七
時
よ
り
丈
學
部
第
月
蝕
教
室
に
．
て
開
く
來
・
曾

者
八
十
名
。

　
　
…
、
清
の
世
組
の
入
山
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
　
楷
　
之
君

　
順
治
帝
が
入
山
に
就
て
に
諸
観
多
し
定
錐
も
實
匡
愛
姫
董
小
苑
の
死
た

悲
し
み
て
浩
涼
山
に
入
り
し
も
の
な
り
即
ち
墨
梅
村
の
溝
山
山
讃
佛
詩
に
可

憐
千
里
草
萎
落
無
顔
色
定
あ
ろ
ば
之
な
寓
ぜ
る
も
の
醒
し
て
康
熈
帝
の
如
き

も
屡
々
清
島
山
に
至
り
頂
上
へ
に
從
著
た
從
へ
す
し
て
上
る
為
常
亡
ぜ
り
こ

れ
■
順
治
帝
に
面
會
ぜ
ん
が
爲
な
り
紅
楼
夢
が
此
の
幣
緒
な
題
材
亡
ぜ
う
に
人

の
知
ろ
所
、
順
治
帝
の
帥
位
後
十
入
電
に
崩
ぜ
し
こ
定
は
信
ず
べ
が
ら
す
云

々
〇

　
　
一
、
朱
思
本
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
堂
廊

　
元
代
の
部
品
地
誌
の
粗
筆
な
う
に
不
李
な
抱
き
し
朱
素
本
に
天
下
々
旅
行

し
て
至
大
延
酪
の
間
に
鞘
密
な
る
地
区
々
作
成
ぜ
り
、
其
著
、
貞
一
齋
維
著

に
掠
る
に
苦
心
の
程
察
す
べ
く
所
製
の
地
口
ば
清
初
迄
も
倫
…
罹
威
為
保
て
リ

甲
西
本
願
寺
所
有
の
丈
立
役
回
護
の
地
圖
に
特
別
に
朱
多
野
系
統
以
外
の
地

歪
な
る
が
如
し
云
々
O

　
例
A
摺
　
十
月
十
一
n
口
午
後
山
臨
時
よ
り
同
所
に
■
て
閣
四
催
一
ヲ
O

第
一
號

鴨
ニ
ニ
　
（
＝
「
二
）

’

　
　
一
、
丈
學
上
よ
り
見
象
る
関
聯
　
　
　
　
文
學
士
　
霊
木
　
正
児
君

　
先
づ
露
量
の
起
原
に
就
い
て
社
員
観
の
霧
す
る
こ
ミ
よ
り
他
の
二
三
の
異

説
た
も
列
嘉
し
一
一
之
に
批
判
た
加
へ
、
五
代
の
呉
越
國
の
龍
華
寺
の
偲
契

盈
が
忠
弦
王
の
爾
に
碧
語
部
に
属
せ
し
醤
句
が
封
句
の
最
も
古
き
も
の
な
ら

む
こ
定
た
蓮
べ
、
支
那
人
が
善
女
に
苦
心
す
る
有
糠
た
紹
介
し
て
以
て
共
の

丈
學
的
債
値
に
論
及
ゼ
リ
。

　
　
一
、
支
那
族
行
談
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
新
村
　
　
雌
君

　
昨
年
九
刀
上
旬
よ
り
十
月
下
旬
に
亘
る
支
那
旅
行
に
關
す
る
趣
味
深
き
談

話
為
爲
し
、
主
定
し
て
北
京
城
内
外
見
物
の
所
感
丈
華
殿
、
武
英
殿
の
陳
列

清
眞
寺
、
白
雲
槻
、
法
源
寺
の
訪
問
㍉
四
犀
全
書
美
麗
の
常
項
な
纏
蓮
し
蘇

州
、
杭
州
所
見
の
＝
一
に
及
べ
り
O

　
　
　
　
留
紳
田
香
嘱
目
娚
薦
事
記
念
の
陳
列

故
京
都
帝
室
樽
物
館
學
藝
委
員
津
田
呑
巌
翁
に
夙
に
古
書
出
世
金
石
書
写
の

牧
藏
た
以
て
悶
セ
2
し
が
、
這
般
苫
葺
塵
轟
碑
の
竣
成
ゼ
し
た
記
念
ミ
し
て
昨

年
十
一
月
置
日
嗣
予
讐
左
衛
門
氏
ば
紫
野
大
徳
寺
塔
頭
玉
林
院
に
於
て
翁
の

薦
事
為
修
め
且
つ
遣
愛
の
古
書
金
石
拓
本
の
類
た
展
観
ゼ
り
。
圭
な
ろ
陳
列

品
左
の
如
し
。

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

第
「
類
　
日
本
金
石
文
拓
本
、
大
和
法
隆
寺
…
尊
師
佛
認
諾
記
よ
り
以
下
延
喜

以
前
に
於
け
る
本
邦
金
石
丈
の
殆
ご
全
部
な
綱
羅
ぜ
り
。

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

第
二
類
　
（
甲
）
本
邦
書
籍
類
　
日
本
書
紀
聖
代
巷
（
・
慶
長
敦
版
本
）
、
石
清
水

臨
時
祭
記
（
古
砂
壌
）
、
嗣
太
肝
（
洞
院
公
賢
自
蜷
・
本
）
、
慈
鉱
和
術
偲
　
（
正
脛

三
年
鈴
本
）
、
江
談
抄
（
鎌
倉
時
代
砂
本
）
、
　
蝦
兼
秋
樂
書
（
直
肇
本
）
、
本
朝

丈
粋
（
寛
喜
二
年
底
本
）
、
高
野
雑
錐
桑
（
承
安
元
年
砂
本
）
、
性
聡
…
集
（
建
久



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

七
年
砂
本
）
、
三
鈷
寺
白
書
（
保
安
長
承
仁
安
治
承
の
豊
津
）
、
（
乙
）
支
那
害
籍

へ歎
、
術
害
（
唐
砂
本
）
、
呵
（
游
原
宣
賢
自
肇
本
）
、
春
秋
経
簿
集
解
（
消
原
枝

　
ヒ
ゆ
を
ロ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

賢
自
筆
同
宣
賢
加
貼
本
）
、
論
語
集
解
（
徳
治
一
二
年
藍
本
）
、
　
同
（
正
亭
板
天
丈

板
慶
長
板
の
客
通
）
、
聚
分
韻
略
口
（
鷹
永
板
丈
明
板
天
粗
板
の
各
麺
）
、
史
記

河
渠
書
（
唐
砂
本
藤
原
忠
平
の
印
あ
り
）
、
皇
朝
類
苑
（
元
和
勅
版
本
）
、
世
説

新
書
（
唐
砂
本
）
、
王
子
安
集
（
唐
砂
氷
・
）
、
祉
工
郡
集
（
元
至
正
十
｝
年
刊
本
）

同
（
五
山
版
）
、
白
氏
丈
集
（
嘉
承
二
年
砂
本
）
、
中
州
集
（
五
山
版
）
、
［
漁
陰
叢

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

話
（
宋
版
）
、
（
丙
）
古
経
類
、
浮
名
玄
論
（
慶
雲
三
年
砂
本
）
大
周
刊
定
衆
経
目

錐
（
天
亭
十
三
年
三
月
十
五
日
藤
原
夫
人
写
経
）
、
深
塩
気
脆
経
（
天
亭
十
三

年
五
月
｝
日
光
明
皇
后
願
経
）
、
至
難
含
維
（
天
弔
寅
字
ご
一
年
砂
本
）
、
大
悲

芥
陀
利
経
（
榊
護
最
雲
二
年
孝
謙
天
皇
願
経
）
、
ド
大
般
若
経
（
貞
観
十
三
年
小
水

麿
願
経
）
、
大
店
西
域
甜
（
大
治
元
年
砂
本
）
、
大
絆
積
維
（
高
麗
統
利
率
四
年

鈴
本
）
、
皿
鼠
隠
田
略
・
問
殖
口
（
永
酢
二
年
砂
本
）
、
三
國
翻
弓
師
影
（
久
山
女
山
一
年
砂
本
）

大
方
廣
圓
蝿
修
多
羅
了
義
縫
（
趙
子
昂
手
洩
］
刻
本
元
粟
本
）

　
　
　
　
一
湿
一
己
圏
藁
溺
達
遇
当
刃
三
一
遡
誉
駈
｝
一
一
潟
三
圏
Σ
濁
誉
遡
一
轟
酒
竃

　　

@　

@　

@　

�
@
　
報

　
　
　
　
甑
一
一
医
旨
区
三
区
風
区
三
匿
暫
二
区
三
区
酵
二
匿
三
K
三
区
一
閲
一
郭
一
邑

編
纂
會
十
月
二
十
日
午
後
四
時
よ
り
丈
學
部
陳
列
館
・
貴
賓
室
に
て
開
催
、

三
浦
評
議
員
、
西
田
、
糖
村
、
中
村
、
那
波
、
下
田
、
砦
矯
、
島
田
、
σ
委

員
出
席
本
誌
第
五
谷
第
｝
號
の
編
纂
事
狩
を
庭
理
し
た
り
。

詳
議
員
會
　
十
二
月
三
目
午
後
口
述
よ
り
京
都
帝
国
大
回
本
郡
倉
議
室
に
て

開
催
、
濱
田
、
内
藤
、
桑
原
、
阪
口
、
三
浦
、
新
村
客
評
議
員
出
席
、
協
議

の
結
果
濱
田
評
議
員
庶
務
會
計
憺
任
、
西
田
、
阪
口
、
三
浦
賓
評
議
員
編
纂

第
五
巷
　
　
倉
皇
　
　
會
員
動
静

撫
跡
職
決
し
、
街
ほ
會
黒
黒
し
の
鷺
流
可
決
し
衷
り
Q

㊧
會
員
動
静

　
　
　
　
入
　
　
會

東
京
市
麹
町
斑
飯
田
町
六
ノ
十
九

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
壮
漢
世
帖
）

京
都
市
室
町
新
町
問
、
寺
内
西
側

同
　
下
鴨
酉
林
町
跨
下

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
新
町
徳
之
）

京
都
府
下
伏
見
稻
荷
祉
家
町
、
岡
部
譲
方

　
　
　
（
右
紹
介
者
、
岩
橋
小
振
太
）

京
都
市
吉
田
二
本
松
町
四
ノ
一

同
寺
町
丸
太
町
上
ル

同
京
都
市
立
高
等
女
墨
校

大
津
市
了
徳
町
十
五

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
三
浦
周
行
）

東
京
市
本
郷
匿
曙
町
十
六
に
ノ
冊
七
上
杉
方

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
淺
野
長
武
）

浦
洲
公
圭
轍
菊
地
町
三
丁
目
八
號

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
那
波
利
貞
）

田

中

義

軍死

土
肥
利
専

一退

會卒
園
拗
次
耶

山嵐
　
銚
廓

第
｝
號

弁
口
　
泰
温

弘
田
　
長

津湯
田淺

特長
耶次

一
二
三
　
（
一
二
三
）

河
村
　
實

山
本
彌
一
耶

關
　
保
之
助

高
総
　
俊
乗

束
　
術
胤

申
畠
　
俊
司

芝
　
交
雄



第
五
巻
　
　
回
報
　
　
寄
贈
交
換
圃
書

　
　
　
愚
寄
賂
交
換
圖
書

機
山
公
類
徳
講
演
集

史
學
雑
誌
　
三
〇
の
十
、
十
一
、
十
二
．

歴
史
地
理
　
三
四
の
四
、
五
、
六

考
古
學
雑
誌
十
の
二
、
三
、
四

経
濟
論
叢
九
の
五

飛
騨
史
貌
　
五
の
二
、
三

佛
書
研
究
　
五
七
、
五
八
、
五
九
、

山ハ

鴨
{
報
　
　
二
一
三
、
二
一
四
、
二
一
五
、

東
洋
哲
學
　
　
廿
山
ハ
の
㎡
十
、
十
一
一

伊
豫
史
談

國
學
院
雑
誌
　
骨
五
の
十
、
十
一
、
十
二

　
　
武
田
脚
冠
鎭
座
祭
協
賛
會

二
一
山
ハ
、
　
二
一
七

第
一
號

一
二
四
（
↓
二
四
）


